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防風林による海風中の塩分減少効果

に関する研究
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I 緒 一
言

l必岸の森林がf釘:風中に存在する塩分を減少するのに 2 つの作用がある。 1 は森林が安中塩分

を附着して風下の塩分を減少するとと， 2 は森林が気流を撹乱して渦動拡散に依って塩分濃度

を減少せしめるととである。前者の効果は防風林風下区域の余り広くない範囲K求められるが

その効果は顕著である。後者は風下広区域に亘る料械の場合以外は効果は顕著ではない。 前

者は森林の極分在住禍作用と風速の減少によるもので，海風中の極分の最も濃厚な部分を吸収し

て稀mí.1'Lし背後地の潮風害を防止するもので，潮風防'JJ:林の主ゑる効果と併せられる。

本研究は森林の塩分拙巡回立に風速減少による嵐分減少を定量的に究明し・海岸防原.l;f本浩成の基

礎資料たらしめんとするものであって，実験は担It型防JTIM* I'L依る防原防本効果試験と共におI~型防

JñM木及び現実防風体ドにつき行ったものである。此の実験では益ヰItC合有される担分量を正確に

測定するととが最も重要友ととでるるが，之は極めて困難な問題であってその意味に於て此の

実験結果は精密なものとは云えないが，森林の協分施過効果及び防原l;f;木の風下に於ける塩分減

少状態の一端を明らかにし得たので一応取り纏めの上発表すると ととした。

雛型防風林試験施行に就ては林野庁より特に倒l援助を得，叉第 1 回及び第2 回試験の実行に

当つては青森営林局並I'L{IJI台及び横浜営林署 Jごり多大の御協力を得た。教に記して謝意を表す

る。

I 空中塩分の捕捉方法

空中塩分の捕捉方法として川村実平氏の協力を得て昭和 23 年 7 月利i奈川県湘南海・岸に於て
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予備実験を行った。現地K於ける調査に応用するものであるから簡単な方訟を採川するととに

して，主たの 2 つの方法を試みた。

(1 )吸収瓶に蒸溜水 100 cc を入れ，之に海風を車rnいガラス作の口を通じて一定速度で蒸溜

水の中を通過させる。室気はマリオツト瓶で吸出し， 1 時InJ VL 8 立の割合で，之を 2時間継続

した。即ち 2時間に 16 立の海風を 100 cc の蒸溜水中を泊過させ之に吸収させて，蒸溜水中

l亡融けとんだ塩分を検定した。

(2) 静岡県御前崎1JlIJíI)~Ji庁長山内英雄氏は針金で、 28cm 阿方の枠を作り，之に木市lilガ{ゼ 1

枚を日l~ってガーゼ、の聞を風向 lとIú:ffj に置いて，海風がガ，~ゼをill!過する際ガーゼに吸着された

塩分を検定する方法を以て宗rlt梅分量をiJllJ定されたが，此の方法をmい，ガーゼ耐の中心を地

上高 11m とし， 2時lirJ風に"暴した。

塩分検IHv結果

第 1 の方法に於ては吸収瓶'1 1の溶液を試験管に取って，之に

~í'ì限銀の溶液を滴下して白濁が生やるかどうかを検したが，塩

分過少の為白濁を生じなかったっ之は汀線から約 20m の距離

の上位分の多い所で数回行ったのであるが， f'::{濁を検問するとと

がIH来なかった。 当時共の場所。風速は約 5m/s で夏期の海

風でまうィコた。此の程度。天候の場合では此の方法は現地応用/:Ii

来ないととを知った。

第2V方法に於ては塩分を吸着したガーゼを 100 cc の蒸溜

水で‘よく浸出し，共の水溶液に石ií'ì酸銀i容i夜を滴下して白濁を生

ぜしめたが，之は顕著な白濁を生じ，汀線附近で採取したもの

は白沈を生やる程の濃厚なものとなり，防風林の風下で採取したものも相当濃度の白濁を生じ

第 1 図ガーゼ捕捉器
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濃度を決めるには別に食塩の τ前百一，百面画一等種々の1~l'ü'lgÿ存液を作って置いて，採取した

ものの溶液の白濁と標準溶液の白濁程度を比較し， ë'の松~[主主主の濃度に等しいかを判定して，

採取溶液の濃度を定め，之からガーゼに附着した塩素量を算定した。此白方法は各種の標準溶

液を作って各種の濃度。白濁を作る必要があるが，此の白濁は失第t乙補色に変化?るθで実験

を速に行わねばならない。従って精密さを失う欠点もあるが，只此の方法は:jij'jj!j娃良と蒸溜水さ

えあれば実行出来るので，現地で月jいるのには過当な方法である。共に採取溶液にクローム酸

カリを添加l して泣けば，之に石n酸を加えるととによって白濁を生やるが， ~ずくの反応に依って硝

酸が.!!X量を超えると褐色沈蹴を生歩、るので，制色沈般の始まる瞬川まで加えた石j'j酸銀の分量か

ら採取溶液rllの塩素量が計算出来る。
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恥1cI ) 
IQCr04j +mAgN03=A4c1+MN03 

第 1 反応白沈

Ag2CrO. +2 KN03 

褐色沈

此の検出方法は比色法に比べて精度が一定されるので，主として此の方法を用いた。現地で

実験したガーゼは附子瓶に封じて実験室に運んで、前記の実験を行った。

ガ{ゼの取分捕捉長

ガーゼは新らしいものを一度蒸市水で、洗って乾燥したものをmいた。ガーゼ?の撚糸の太さは

約 239μ で，糸と糸との1i\Jの安川は縦 594μ，杭 472μ であり， 之から計算すると捕捉H~の

糸の占める商肢は，拍捉器而積の約 53% となり， II\J隙の面積は約 47% となる。然し乍ら第

2 図の如〈ガ{ゼの糸には太さ 17μf立の多数の

細糸が附着して居り，之が110E震に突き IHているの

で，実際の1111隙は之より狭いととになる。

空中塩分は如何なる形で‘風に運If'れτ来るか，

之は恐らく車IIIい球状の塩分の水溶液と，その水分

が蒸発して組〈市111かい塩分の結晶になった同休の

もの及 r[1 1i\ 1のものの 3 極と思われる。之等空ql~短

分は汀及び海聞の波に依って生やる飛沫の粒径の

極小なるものが空r[1 !'t.浮i詳して陪内に運ばれるも

ので，風の強弱に依って生産される飛沫の景は異 ・

なるし，海岸から陪内の方への風が強ければ陸上の塩分は非常に多くなる訳である。叉気温や

~2 図 ガーゼ拡大図

前川

湿度に依ってjJdiiiの蒸発速度が異るので、海浜に於ける埴分の量や形態は共の時の天候1't.{J'，くって

大いに臭って来ることになる。 7飛茂i沫末は2空さ I巾iいqに乙浮遊する引11川i日川i日11に亡水分が蒸発するので

さ uな主りÌ) ，途tに亡塩の粘I日品日日11休本相tに亡なる。海水の蒸発は淡水より蒸発速度は少しく遅いが位径が小さ

いものは蒸発が早いのでや[1で生産された飛沫は注1[1海聞に落ちるが，組〈細かいものは結日1の

形で陸地に到着するものと考えられ，水滴の形で、浮遊するものは海岸附近で生産されたものと

思われる。

空中塩分の形態の調査は今後本研究を進める上に於て重要なsととであるが，之に就ては簡単

な調査を宮城県北釜海岸に於て行った。

汀繰から近い場所でデッキグラスを風向に直角に暫時露出して飛沫の徴粒を附着させ，ヨたで

デッキグラスの商を反転して飛沫を蒸発せしめて取分を結lRlせしめ共の上をカパーグラスで蔽

って保護して持帰った。此のプレパラートは肉眼では利にも見えないが，検鏡すると塩分の結

J品が見える。結品形は総て百六回体であるが，不整形のもの，不定形のものも僅かに混じてい

• 
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る。資料採取は昭和 23 年 8 月 23 日正午頃で， 当時の風速は汀線で 9.6m/s，汀線から 48m

の距離の飛沫採取場所の風速は 6 . 4m/s ， 天気はl晴天であった。 此処で作ったプレパラ ートを

320 倍で検鏡し， 41 箇の結品の大さを測定した結果は，辺長約 4 μ~40μ， 平均 17.7μ で

あった。海水の濃度を 3. 5% とし， 飛沫の粒直径を d， 之が湿に結晶した場合の六面休のー
R 

辺む長さを R， 海水の嵐分濃度を 3.5% とすればヲT は水滴の大さ如何に拘わら歩一定で

3-42 となるから 3 結晶の大さから飛沫水滴の直径を逆算する と 20 1-l~200 μ，子均 89μ
とな る。尤も之より顕微鏡の倍率を拡大して見れば，より小粒のものも存在すると とが発見さ

れるものと思われる。汀線より 30m の距維で採取したものを見ると，粒径は 48 m の所で採

取したものよりも大で，最大の結晶は約 147/)-，之を水滴に換算すると直径 734μ となる。

ガ{ゼの間際は前記の様に 594x 472μ であるから大部分の水摘は糸に接触したものは捕捉

されるが，間隙に入ったものは自由に通過するのでガーゼのお11捉率は余 り高〈友いものと思わ

れる。

a2v 
或t砂j休 f'C 7K滴が接触して吸着される割合， !![Jち捕捉率は K37 で、表わされる o R は物休

の牛径， a Ití 7.Í\滴の牛径 ， v は風速 ， K は捕捉物t亡依って異る常数である。 R は此の場合糸

の牛径であるが，ガ{ゼは振れた糸も あ り，出10繊糸も附着 してゐるので ， R の決定は困難で、

ある。倫縦横の糸は悌守図のように多数の絢|繊糸から成札束[[\繊糸の 1I日 には細い窪みも 3うるの

で， 7]'(滴の外に結晶も捕捉される ものと思われる。然 し各決1]絡は同質のガーゼを用い，同じ様

1'J.装置にしたものであるから，各測器の K 及び R は等しいと見倣すo r .は同時，同一場所・

でも各種の粒径の水滴があるので一定していないが，と L では平均の粒径をとるととにした0

. 此の平均粒径も I釘:岸からの距離に依って異る ものであるが ， r の観測1]資料も無いのでフIく滴の平

均粒径を観測区間では同じと仮定すれば，観測各処所の捕捉率 C は風速 vK比例する。

!![1ち C=K'v となる。

6-:~ t=f:1塩分量を N，んおfJ捉量をと N1 とすれば

Nt=CNo=K'vNo 

K'Nn= N1 

v 

九T

，K' は不明であるが仮に一定と考えれば H1 は或る定った存政J:1-1tC含まれる塩分量の比較
u 

1ï~iを表わすととになるので，之を空中塩素濃度比と称して空中塩素濃度の比較値とした。倫各

地点の風速は同時観測を行わなかったので，標準)mt.1車に苅ーする百分率を以て各点の風速を表わ

すとととした。

風が捕捉器を通過する i祭は風速は滋分減少するのであるが，此処では風速が減少 しないもの

と仮定した。此の浪1]器は面積 28cm .Lf-方であるから，風速 1m1s の場合に jJ!l1器を通過する空一

気の量は lX， 0.282 =0.0784 m3 で ， 1 時間JI'L通過する量は 60x 60 x 0 .0784= 282 .24 m3 と
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なる。例えば風速 3m/s の場合通過する量は 3x282.24m3 となるので， 第 1 表の附着騒分

量を wx282.24 (共の地点の風速を w とする ) で割ったものは共の地点の空気 1m3 中 K含

まれる塩素量の比較値となる。

血 実験 結果

実験に依って得た結果を示す と， 第 1 表 (1)~(6) の如くである。同表 (1) 及び但) は a型防

原淋， (3) は d型防風林， (4) は雛JJ予防風林実験地の附近にある クロマツの現実防風林につい

て行ったもので， (5) 及び (6) は森林のない場合で，海岸からの距離に依って駈素量の減少を

実験したものである。 防).!Ii\;{:木に於け る観ìQIJは防原b休左横切って風向と時と一致する根上ìë: ， 防

JL林の風上，風下及び防風林内に測点を設けてガーゼの捕捉器を設置 して観測l したものであ

る。表r[:1林前 3h と記 したものは防風林風上林縁から風上 え防風林の樹高の 3 倍の距離の地

点，林後 3 h , 10 h 等は防風林の風下で風下林鞍から風下の方へ防風淋の樹高の 3 倍， 10 倍

等の地点を示すものでるる。阿着量はガー ゼ、 I亡阿若した塩素イオン量を ク ロム酸カu旦添加法に

よって分析した量で露出の町積 1 1n2，露出時間を 1 時間量に換算したもの， 風速比は各1JtlJ点

の地上 1 m の風速を，風の最も強い測点 (1) の風速に対比した割合であ るO 塩素濃度比は前

記の通 り附着塩素量を共の地点の風速比で害IJったものである。 第 3 図 (1)~(6) は第 1 表 (1) "，

(6 ) を図示したものである。

第 3 図 (1) 
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第 3 図 (3) d 型防風林 (横浜)
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第 1 表海風中の櫨分測定表

1. グロマツ a 型防風林 (横浜)

別1] ;点若手号

海岸からの距離
(rn) 

防風林に対する
位置

附着塩素萱 (Q )
(gr川12fhr)

風漣比 (W)

盗 素 濃度 比
(QfwX 100) 

測点守 番号

海岸からの距離
(in) 

防風林に対すろ
位置

附着筆素量(Q)
(grfm2/hr) 

風速比 (W)

援素濃度比
(Qfwx100) 
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2 グ ロマ ツ a 型防風林 (北釜)
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銘・ 1 表 (5) (6) は無林地に於ける縮分の分布で，之を見ると， 附着煽素最も塩素濃度比も海

岸からI袋内に入ると最初は急:激に減じ，後は進むに従って徐々に減少する。之はj金巾塩分を含

む水油が地上に落下して空中趨分を減やるととと，拡散に依って之さrjlの指分の 0~~度を減歩ると

とによるものでp 速く陸内に入れば次第に減少して塩分の検!I JJ は/:1\来なくなる o fM此の実験の

場合は海岸から遠ざかるとガーゼ.の捕捉率も最初と異って減少するであろうととも原 1:1(1 してい

るものと，官、われる。即ち水稲jは蒸発に依って|活内に入るに従って千均粒径が小となるので， 1反

に風jiliが同じでもガーゼに附着する景は減す=る。?;!~し乍ら之は ìJ紘附;庄は日IJ として陸内に 100

-200m も入れば， 30-50m の 1111では捕捉率の減少は此の実験の精度では考える必長もない

位のものであると思わflる。

防風林に於ける実験結果で見ると雛形 a ， d 共に林内 i亡入ると急激に塩素量:をiì，主じ，風下

林外に IHて少しく林縁を離れると叉増加l し始め，防風林を離れるに従って増)JII ずる。 a 型で見

ると，風下 30h 附近で、増加は止まり，それから遠くなると減少の傾向に移る。 d型では林の

~I-I央にてi誌も減じ， J.風量武11子下=マ.林縁を遠ざざ.カか通ると増力加加11するが附市若-f景言在tは 2却Oh までで、i増曾加の何傾!向を示し

た。 之より遠〈は a 型と|ド同[司d様iに亡或世佐距一:1離で

、20h までで、し泊かミ観 il訓川削11肌川11川11 し tな主いのでで、士榊f件』守刊r)J力加加11 ~I中lド1 までで、しカか通現われてい左い (第 3 図 (矧3め) )λ。 現実防風林でで

の実験品配結J白;果を見ると， .趨渠附着景，浪度比共に林内 rll央に於て減じているが，防風林風下では

ー附じ p 林後 2h で附着量仙1 1央の約十 濃度比は約;を示した。之より風下に漸次
増加し ， 30h 附近で故大にJiーする(第 3 図 (4))。

之等の実験結よiミから見ると，防J!I\t林は樹元J'に1:Jたって:t;" r~1組分を 1\及活して，林内及び防風林風

下区域l亡於ける?:~t:f-I塩分を減少せしめるととがlリj らかに記、められる。風下腹分，の減少を見る範

囲は， t~IUI予防風林 am!では風下 30h 附近迄，自然防風林では 25h -30h まで、の結果を得た。

権分i成少程度は森林の状態，空中塩分量，天候等に1{，くって呉る訳であるが，此の現実防風林

の結果では，防Jl~*-Mtr 3h の騒分に対する，林内 11 1央及び風下 2h の塩分量の割合は，附着極

細では林の rjl央では約干風下 2h は約三子蹴濃度比では林の "1 央で約;，風下1 >_.__ ~， ,... 1 

山約すで、あった。

之を要するに塩素附着量，濃度比共防Jt林に入ると念i乙減じ，防風林風下 i乙於て最も減じ，

それから防風林を i離れるに従って増加!して，風下 25h-30h に於て増力111土J1:み，それより遠

くなると又減少する。此の増;J!Iの l買点と防風林前の影響のない点とを曲紘で結んだ千滑曲線は

大体防風林の無い場合の塩分の距離による減少紘と見倣すととが出来る。此の曲線と実jlllJ点を

結ぶ線のr~日の市積を防風林の影響による塩分減少量と考えるととが出来る。

W 防風林の空中塩分減少巴就ての考察

防風林風下に於て附着塩分の減少するのは，防風林の塩分苫過効果と風速の減少によるもの
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である。此の両作川共に防ßiJ同司{J享くなるに従って大とたる。

いま防J!t林の塩分吸1着宣に就て負存単な仮定の下に考察を進めて見る。クロマツの防風林に於

て風向が防風林に直角であり，且葉が風向に
第 4 図
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w:角な面にあると考え風向に直角な防JlU本の

或る!手さで、松葉が空IHlに均等に分布される単

位断固を考えて，防風林は此の様な x1fÍljの断

的it乙分割されたとし(第4 図)，泊分は凡て水

滴からなっているものとする o i古u7J'Öi;';j数，松葉 1 本の大いさ，松葉の水滴捕捉率等はーたの記

号で、表わす。

r: 水滴の.1j'-UJ主ド径

No : 単位垂直耐に流入する水捕J<D数(而街度)

α: 松葉の午径(円形では左いが仮に円形として)

1 : 松葉の長さ

A: 松葉の風向に直角な断面積 A=2al

α: 1 本の松葉の水滴tflì捉率

y: 各表直断l白iの単位面積中にある松葉の数とすれば第 1 断的n乞於て A なる断耐を迅

過する水制j数 nl=ANo=2alNo 

両聞に於て 1 本の松葉によって捕捉される水泊j数 Zl = nlO: = A.N;戸 =2alNoCf 

同而の単位前日}iにある松葉全体によって拍捉される水漏j数 N/ 二 ZlYニ ANuO'Y

此の断面を通過する水滴数，即ちtfÇ2 断固に流入する水滴の面総度は

N1二 No-AαNoY= .N;ム (l-A凸y)

第 2 断而I乙於て A なる断固を通過する水漏j数量Z2 二AN1= ANo (l-Any) 

同国に於て 1 本の松葉にイ去って捕捉される水稲j数は Z2=n2α=AN1α 

同断I白[単位ïÚÎ杭にある松葉全体に依って拍挺される水滴数は Nγ =Z2)I 二 AN10'y

第2 断面を通過する水滴数，即ち第 3 断耐に流入する水滴の回統!立は

N2 二 N1-Nγ=N1-AN1αy=N1\1-Aay) ニNu(l-Aαy)2

従って x 番目。断而j I亡捕捉される水滴数は N/ ニ NuA(xy(l-Aay)ト1

z 番目断面を通過する水滴数，即ち防風林を通過して防風林風下に吹き抜ける水滴数は

Nx=Nu(l-Aα y)X (Ay;;:;;l , 0:;;:;;1) 

故に防風林に捕捉される 7Jdi?j数は

q二No-No Cl-Aay)x=No C1ー(l-Ao:y)り…...・ H ・ ..(1) となる。

A ，o:， y が解り ， x を、辿当に決めれば此式に依って|山風林の指分捕捉量を計算出来る訳で

ある。 然し乍ら林の桃成は按雑で枝葉の分布も均等で、ないし ， a も防風林各部で同一で左い
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ので，実際は本式を応用するととば難しいと思われる。 ‘

ヨたK本実験車fρ駒込ら防原U本の捕捉率を含I '~手じて見ると，防原U本前の2さ気む塩分量を NJ ， ガ

ーゼの捕捉率を CVo (vo は林前風速) ，防}.ITtI;f*のお[î捉至容を β，防原U本を通過した塩分量を Nt •

防風林風下の風速を Vl とすれば
一・

防原U本前のガ{ ゼの附着量 = CvoNo

防風林による捕捉量=βNo

防風林を通過して風下K吹抜ける慌分量 N1 =No '--βNo=Not1 ーβ)

防JÆ材木風下のガ{ゼの附着堂 =Cv1No(1一β) となる。

横i-J~話!実防風林の附'着量 (第 1 表 (4)) を用いて防風林の捕捉率を計算して見ると
CvoNo=0.1917 

Cv1No ( 1 -β) =0.0064 

0.00'64 ~l (1 -β)= 一一←=0.0335
Uυ0.1917 

51 
1 -β= 0.0335 xτ4 (風速比 vo = 51 ， vl=14) 

捕捉率 β=0.878 を得る。

同様にして雛'JI}防風林に就て計算すると次の主/lくなる。

現実防風林 (横浜) β=0.88

a 型防風林 ( か ) β=0.56

。 (北釜)β=0.88

以上は 2~3 回の実験であるがa 此の結果から見ると松の防JÆt林の溜分捕捉率は相当大友る

ととが認められる。横浜の a型防風林の捕捉率は他の 2 つよりノj、で、あるが，之は風下の測定個

所カf林後 3 h で他のものより防風林からのE日測が大左る為であったと思われる。

防JÆt林の捕捉量は β で表わされるので，前記 (1 ) 式の捕J足量K等しいと世き

βNo =No (1 -(l-Aαy)勺

β= 1一 ( l -Aαy )包....... . .. . ..........・・・ (2)

を得る。 β を測定し A ， y を知り ， x を適当に決め得れば (2) 式に依って α を求めるとと

が出来る。

ダ〈に第 1 表より防原U本のJ.ITtt下に於ける附着量の減少害IJ合を計算して見ると共のように なる。

現実防風U本 (横浜) 0.97 

a 型防風林 ( 11 ) 0 .82

。 (ニ|七釜) 0.95 

之は防JÆI;f本による総減少量の割合であるから，之より防風林の捕捉量を減す=れば防風林の風

速減少K よる減少量の割合となる。
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布よIj捉るかにえ 風速減
総減少 少によ

少 るおえ少

現実防原\;f;木 (横浜) 0.97 - 0.88 0.09 

a型防原L林 ( // ) 0.82 ー 0.56 0.26 

/1 (北釜) 0.95 0.88 0.07 

之に依って見ると防}Yl\;f本風下に於ける塩分附着量の減少は大部分防J\;f;木の塩分捕捉K依るも

ので，風速減少による影響は小なるととがわかる。防毘は本のj武下直後K於て塩分最小を示し，

之から風下に進むに従って騒分の増加するのは防風林の上を通過した空気が風下に於て失第K

下降して混歩る為で，防風林を離れるに従って，混合が共部に多くなって塩分も次第に増加す

る結果と思われる。 風下 25h ~30h 位に至れば防風林の上を地した空気と全〈混和して防風

林を通過した空気の性質が犬われたものとなる為で通うろう。努101予防r!lM木では林内が塩分最も少

し 3h に至ればそれより増加i している。之は防)m\，林風下直後で測定すれば恐らく防風L林内よ

り少なかったと思われる。又雛71予防風林の高さは1.5m であり， 塩分測定のガーゼの高さは

中心 1m ~ので防風林の高さの割合K高い所で測定したととに左上此の高さ附近は風下 3

h となれば防風林の上を越した空気が相当混じ始めたものと考えられる。

ヨたに風下効果範囲に就てはtjHjl~防風林でも自然防風林でも，各林型 1 回の測定であるが，防

風林の塩分減少は風速の減少と関聯するもので防風林の風K対する効果範囲と II/Ií-<::同じ位であ

ると考えて差支えなく，防風林としての充分の林柱!と林隔を有していれば，樹高の 30 倍位と

見るととが出来る と思われる。

防風林、の風下Kは弱風区i域を i~の如〈生じ，場分減少区域も防風林の風下に同じく |俸の如く

生歩る。防風林の風速K対する影響は此の顕著なj武|佳を作る外防風林の前面に於てl\，を上昇せ

しめて気流を撹乱する。此の気流の撹古LI'L依って室 1:1-1駈分を拡散せしめて濃度を減少するので

あるが，此の影響は風下の逢に遠方まで及ぶべきものと考え られる。普通の天気の場合は共の

効果は微弱で， 今回の実験の如き方法では検出する事は 1+11来ないものと思われる。五明Lとなり

海は高波を生じて極風を盛んに陸内に吹込む様左大時化のときは此の効果も顕著に現われ，所ー

謂潮風防止の効果を現出するもの と，官、われる。此の効果はヱ|三時の天気状態の実験では明ら申請に

するととはむづかしい。

潮風の極分の調査を行うには先歩空中にある庖分は如何なる状態で存在するか，共の形態，

分布，それ等の変化等を調べる必要がある。本調査では之等は行ってい左いし，又塩分を捕捉

するに用いた測器は精密なものではない上に捕捉率の検討も行ってい左いので品関設を捕捉し

たものでは主主<，同時観測をした場合の各地点に於ける比較1"立を得て防風林の続介減少効果を

推論したものである。本実験を精特なもの と する為には前記の海)!il\'塩分の状態，塩分捕捉方法

等倫根本的事項の研究が必要でるる。
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V 摘要

以上記述した処を摘記すれば次の如くである。

1. 本試験は海岸防風林が風下に於て海風rl~の塩分を減少する効果を定量的I~明らかにするた

めに試みたもので， 11f城県北釜}紛争及び、青森県横浜海岸I亡設けたクロマツt$lt形防風林及び、ク

ロマツ現実防風林に就て行ったものである。

2. 実験方法はìflÞ風が防風林にur/í-<: �If(] I~ 吹き来った場合，防風*木の)民し(-.，風下及び林内に湿

分:J'llìt足絡を設置し，犬々の ítiî所・の空白 rjt塩分をおlìt足したっ的J定締はガーゼ 1 枚を 28cm 11日方

の針金の粋に~1~ ﾞ ，共の市{を風i亡山内にあたる様に設世し，約 211寺lilJ放位して共の1mにガ{

ゼにtl!ìt足された塩分を検出した。

3. 実験結果に依れば，防風林無き場合lまガーゼi乙対する塩素附清量，広 rft塩素濃度共に海岸

に於て最大で，陸内 I亡進むに従って最初は念Ici成じ後次第に徐々に減少する。

4. 防風林が在イ子するときは附君臨素量及び濃度共i乙防風林内に入ると急激κ減じ，防風林風

下林縁直後に於て最も減少するが， l\Jj風林を風下に離れるに従って榊加して， 樹高([) 25--

30 悦附近で哨加は lf:み，それより進めば叉i!えやる様になる。 防)旦lt，jçの指分泌過効果範囲は

風下の嵐分判(11mが lf二むr1)Î・ 9 即ち樹高の 25--30 伐附近までと考えられる。

5. r坊J!llt林の昼下11塩分の捕t足率は現実防風林では 0.88 ， a 型自!開予防風林では平均 0.72 の結

w:を持た。之に依って見ると松林は定Ijt塩分の捕I足率が相当大なるととが;芯められる。

6. 防J!I1t林の風下に於ける空中l盆分の減少は，防風林の塩分泌過効果と風速の減少による単位

時IHHc通過する塩分を減少せしめるととによる。 両作JIj共に防風林の厚い方カ湾b果が大き

い。附清風分減少に対して， ì1ll\ i品効 l長と風速減少による効果と何れが大なるかを見ると，漉

過効果の方が大で取分減少効果のた部分を t~î め風速減少による作J1Jは僅少である。

7. 防風林の風下に於ける塩分減少は，前述の様にùlit過効果と風下風辿の減少によるもりで，

之は防風林の風下 25--30 1í\-白書IJ合に狭い範囲の効 qミであるが，此の外に防風林が海風を上

昇間百Lせしめ，渦動拡散を大ならしめて塩分濃度を減少せしめる効力がある。後者の効果l土

遥か後方まで及ぶもりと忠われるが，平常は効巣微弱で簡単な方法では恐らく l悶らかにする

ととが出来ないと思う。然し暴風でh海上が非常に荒れて潮風中の塩分が激増した場合には効

果を現わすものと考えられる。防風林の潮風防止としては此の異常荒天の場合の効果も重要

視しなければならないと思われる。

8. 本実験に於ては研究上肝要な 2 ， 3 ([)点が取扱われていない。即ち，海風Eドに存在する塩

分の状態，捕捉器の研究，樹葉。捕捉率等に関する研究が行われていないのであって，之等

に就ては今後の研究に倹たなければなら左い。
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R�sium� 

The purpose of this experiment is to find out" how salt particIes blown with 
sea wind are checkec1 by a sea-sic1e forest. We used two model windbreaks of 
Japanese black pine 1.5m high with widths of 15m and 4m and a forest in 
practical size of 12 m in height and about 204 m in width. 

To measure salt content in sea wind we used “ salt catcher" made of cotton 
gauze which catches salt particles when sea winc1 passes through it. 

Salt content is greatest at shore line and less with the distance inward 

from shore. When there is a windbreak, chlorine concentration decreases rapidly 
on its leewarc1. The experiment showed that at the distance of 2 h (h==height of 
tr白) on leeward sic1e of the practical windbreaks the salt content was reduced 

to 12% of that on winc1warc1 sic1e. As regards the model windbreaks this r巴duction
was 12% at the c1istance of h and 44% at 3 n. Further, salt caught by the catcher 
on leeward sic1e was much more reduced owing to the decrease of wind velocity. 

Adjusting the winde velocity decrease we get the results that the ratio of salt 
caught on l�ewarc1 to that on windward is only 2% at the distance of 2 h in case 
of the practical windbreak and 5% and 18% at c1istances of h and 3 h respectively 

in case of the model windbreaks 

1n the open fieJd behind windbreak salt content in the wind increases with 
distance. The effective distance is deterrnined as about 25 h~30 h for both praｭ
ctical and model windbreaks. 


